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論文の内容の要旨 
 
(目的) 
 心の健康問題による長期休業や休復職の繰り返しが社会問題として取り上げられている。企業では復
職支援制度の整備が進んでいるが、休業を繰り返す労働者は依然として多い状況が続いている。このよ
うな背景を受け、職場外での復職支援として心の健康問題による休業からの復職と再休業予防を目的と
したリハビリプログラムであるリワークプログラム（以下リワーク）が注目を集めている。 
 リワークの利用により体力や認知機能等の復職準備性が高まり、再燃予防に向けた対処が身に付き、
復職の可能性を客観的に評価することが可能になるとされている。リワーク利用によるストレス対処力
等の個体要因の変化や良好な復職達成率といった短期的有効性の報告が散見される。しかし、就労継続
率等の長期的な視点での有効性の報告は限られている。今後リワークが復職支援の柱の１つとなってい
くことが予想される中で、リワークの有効性のエビデンスを蓄積していくことは重要である。そこで、
リワーク終了後の就労継続性と、再休業予防予測因子を明らかにすること（調査 1）、およびストレス対
処力の指標である Sense of Coherence（以下 SOC）のリワーク終了後の変化を明らかにすること（調
査 2）を目的としてリワーク終了者を対象に追跡調査を実施した。 
 
 
 
(対象と方法) 
・ 調査 1 
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 2007年 9月から 2012年 10月の間に某医療機関でリワークの利用を開始した気分障害もしくは不
安障害の患者 123 名を調査対象とした。リワーク終了時に、性別、年齢、休業の経験の有無、休業
月数に加え SOC、抑うつ度の指標である The Center for Epidemiologic Studies Depression Scale（以下
CES-D）について自記式質問紙で回答を求めた。また、2007 年 9 月から 2011 年 4 月の間に利用を
開始したものは2011年8月中旬に、2011年5月から2012年10月の間に利用を開始したものは2013
年 6 月に追跡調査を実施した。追跡調査では、復職後の就労継続状況、再休業や失職となった場合
は復職から再休業や失職までの期間に加え、復職支援制度の有無について記名自記式質問紙で回答を
求めた。就労継続率を Kaplan-Meier 法を用いて求め、同一の医療機関でリワークを利用していない
外来患者を対照群として Log-rank 検定で比較した。また、Cox 比例ハザードモデルを用いて、リワ
ーク終了時の CES-D による抑うつ傾向の有無、SOC の構成要素、復職支援制度の有無を予測子変
数として再休業に対するハザード比を求めた。 
・ 調査 2 
 調査 1 と同一の施設で、2008 年 5 月から 2011 年 4 月の間にリワークの利用を開始した気分障害
もしくは不安障害の患者 60 名を調査対象とした。開始時と終了時に記名自記式質問紙を配布して
回答を求めた。さらに、追跡時の調査として、2011 年 8 月中旬に記名自記式質問紙を配布し回答
を求めた。開始時の調査では、性別、年齢、休業の経験の有無、休業月数に加え SOC、CES-D を、
終了時及び追跡時の調査では、SOC を調査項目とし、3 時点での SOC 得点を比較した。 
(結果) 
・ 調査1 
 リワーク利用群61名の復職1年後の就労継続率は75.5%であった。非利用群35名との比較でリワー
ク利用群の就労継続率が有意に高かった。CES-D 得点による抑うつ傾向の有無、SOC の構成要素で
ある把握可能感、処理可能感、有意味感の各得点、復職支援制度の有無を予測子変数とした多変量解
析の結果、有意味感が再休業予防の有意な予測因子であった。 
・ 調査2 
 25名の SOC 総得点の平均値は調査回数による効果が認められた。また、SOC 得点の多重比較に
おいて、開始時と終了時では終了時が有意に高く、終了時と追跡時では終了時が有意に高く、開始時
と追跡時では追跡時が有意に高かった。 
(考察) 
 本研究における非利用群に対するリワーク利用群の就労継続率の優位性は他施設での報告と同様の
結果であり、実施内容は施設により差異があるものの、リワークという取り組みそのものが、復職後の
再休業予防効果を有している可能性が示唆された。有意味感が高いことは有意な再休業予防予測因子で
あり、リワークの再休業予防効果をさらに高めるためには、有意味感を高められるアプローチを行って
いくことが重要であると考えられた。 
 また、リワークの利用により SOC は向上するが、リワーク終了後に SOC は低下傾向を示し、向上し
た SOC の維持にはフォローアッププログラム等の継続的な介入の必要性が示唆された。 
 
審査の結果の要旨 
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(批評) 
メンタルヘルスの問題で休職する労働者が増加する今日、復職支援と再休業予防は産業保健において
喫緊の課題であり、本研究はそれらを目的としたリワークプログラムの有効性を検証したものである。
本研究はデザインやサンプルサイズに制約があるものの、リワークプログラムが復職後の就労継続率に
寄与すること、Sense of Coherence の中でも有意味感が再休業予防に寄与することを明らかにするとと
もに、リワークプログラムの課題も明らかにした。本研究で得られた知見は、より効果的な復職支援・
再休業予防の実現に資するものであり、評価に値する。 
平成 26年 1月 14日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
